
問　

リ
ス
ク
管
理
の
基
本

と
し
て
、
原
電
や
県
に
原

発
事
故
時
の
被
害
想
定
と

被
害
額
の
試
算
を
す
る
よ

う
求
め
て
は
い
か
が
か
。

答　

県
は
、
被
害
の
程
度

や
範
囲
等
、
仮
定
の
置
き

方
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な

る
と
の
認
識
で
、
現
状
、

被
害
額
試
算
の
予
定
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

問　

原
電
は
説
明
会
で
、

被
害
の
大
き
さ
を
想
定
す

る
の
は
大
変
だ
か
ら
算
定

し
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。

被
害
の
想
定
も
し
な
い
避

難
計
画
で
は
意
味
が
な
い
。

被
害
額
算
定
は
必
要
な
い

と
す
る
理
由
は
。　
　
　
　

答　

計
画
は
被
ば
く
の
リ

ス
ク
を
抑
え
て
避
難
で
き

みすずの会

阿
あ

部
べ

　功
こう

志
し

　議員

問 原発事故の被害額試算を求めては
答 状況は様々で県は試算の予定なし

る
よ
う
に
作
る
も
の
。
事

故
の
規
模
や
状
況
で
変
わ

る
の
で
、
計
画
に
盛
り
込

む
の
は
困
難
。

問　

「
自
分
ご
と
化
会
議
」

の
進
め
方
は

答　

参
加
者
の
意
向
・
総

意
の
下
進
め
る

問
　
　
　

　

講
師
の
谷
口
武
俊
氏

は
原
子
力
畑
の
方
だ
が
、

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
話
を

願
い
た
い
。
運
営
を
依
頼

し
た
「
構
想
日
本
」
と
何

か
調
整
は
。　

答　

不
要
な
感
情
的
対
立

を
避
け
、
話
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
や
議
論
の
論

点
提
示
・
整
理
に
期
待
し

て
い
る
。

各自治体ではコミセンや自宅での行政
手続き・相続ができるようにすべき

自分ごと化会議（アイヴィル）

みすずの会

江
え

田
だ

　五
いつ

六
む

　議員

問 高齢社会に向け
窓口業務の充実を

答 より丁寧な対応を心掛ける

問　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社

会
と
コ
ロ
ナ
禍
後
の
時
代

に
は
、
村
民
生
活
に
寄
り

添
っ
た
新
た
な
感
覚
で
の

窓
口
業
務
が
求
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
住
民
が
歩
い
て

行
け
る
各
コ
ミ
セ
ン
等
で

の
窓
口
対
応
が
必
要
と
考

え
る
。
日
立
市
で
は
「
亡

く
な
っ
た
方
の
手
続
き
」

を
一
括
し
、
遺
族
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
が
。

答　

村
で
は
、
住
民
課
へ

死
亡
届
が
提
出
さ
れ
た
際

に
、
手
続
き
に
関
す
る
案

内
を
お
渡
し
し
、

後
日
ご
遺
族
が

来
庁
さ
れ
た
際

に
、
関
係
課
が

連
携
し
最
小
限

の
動
き
で
手
続

き
が
済
む
よ
う
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

問　

村
民
目
線
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
は

答　

村
民
と
デ
ジ
タ
ル
社

会
を
繋
ぐ
役
割
を

問　

国
の
デ
ジ
タ
ル
庁
創

設
の
動
き
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
契
機
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
等
を
進
め
、
職
員
の
大

幅
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
簡
略
化
へ
向
か
う
も
の

と
思
わ
れ
る
。
村
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
め
方
は
。

答　

ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル

化
構
想
は
、
役
場
業
務
に

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｔ

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
村
民
が
享
受
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

一

般

質

問
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